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中条町山王のミツガシワ

石沢進

佐渡のトキ絶滅のニュースは大きく報道され、注巨をあ

ぴているが・私たちの身の周りの生物にもトキと同じよう

に絶滅のおそれのあるものがある。身近に生えている植物

の中にも、昔は至る所にあった種軸ヾいっのまにかみられ

なくなゥている場合も多々ある。拉確や地は埋立が簡単で

あることから改変されて、そこに生育していた植物が全滅

してしまっていることもある。

湿地や池にあるミツガシワの生育地も例外ではなく、湿

地の埋立、ダム建設など人為的な作用によって消失したと

ころカ惨く、特に、低所での生育は稀になってきいている。

その生育地の保志紬切望されている現況にある。

ミツガシワの新潟県における分布と現横

ミツガシワの新潟県における分布は、過去の記録を網羅

する（次貰付図参照）と、広くてほぼ全域にみられる。山

間地の池の周辺や湿地では、現在も生育しているところが

多いと思われる。しかし、海抜100m以下の低地での生育地

は稀になっており、福島潟や鳥屋野潟などの郡市近郊の生

育は全滅している。低海抜で生育しているところは北蒲原

郡中条町の山王のほか、北蒲原郡笹神村村岡、新発田市五

十公野桝形池、西頚城郡青海町高畑などであるが、山王以

外は生育個体数は少なくなっている。つまり、山王は低海

抜で多数の個体が生育しているところとして注釦こ値する。

中条町山王におけるミツガシワの生育状況

海岸近くの低地にありながら、生育は良好であり、．所に

よっては密生し、1・5羊1．5Ⅱfに68の芽集があり、25Ⅹ25が

に1500以上の芽条が生育していると推定される。山王の池

全体にミツガシワが生育しているわけでないが、全体では

少なくともその10倍以上は生育し、県内の低地では最も群生

する産地であろう。

中毒町山王におけるミツガシワ生育地の植物

柑95年5月24日ただ1回の調査で、ここに生育する植物

の郡全体雀明らかにすることはできなかったが、その日の

甜査では次の様な桂が確認された。

［草本コシロバナサクラタデ、ミゾソペコウホネ、ミズオ

トギリ、ミソハギ、ミズユキノシタ、ドクゼリ、エ

ゾシロネ、シロネ、（タヌキモ類）、ホソバノヨツハ

ムグラ、オオマルパノホロシ、（ミクリ類）、ショウ

1、コウキクサ、イポタサ、マコモ、ウキヤガラ、

フトィ、ヒメシダ

［木本］シロヤナギ、バンノキ、コリンゴ、ミヤマウメモド

キ、マルパゴマギ

上記の（タヌキモ類）、（ミクリ類）などは絶滅が心配さ

れている植物でもあり、ミツガシワとあわせて保護の対象

となる0木本のミヤマウメモドキ、マルハゴマ半は日本海

側に偏って分布する日本海要素の地物である。

まとめとその保護

中条町山王のミツガシワは海岸近くの低触こあり、また

個体数も多いことから、その生育蠍は、現在では虫雷な存

在である。保滋にあたっては現状変更を行うことなく、ま

た汚水の流入など防止して古来から住民の方々が行ってき

た管理方策を維持することが適当と考える。

具体的な政策としては、町の天然記念物に指定して保全
審計晶r入貢ヾ旧：蛮1零点五品

［写真］ミツガシワの群落（1995524）

［写真］ミツガシワの若い果実（19g5524）
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ミツガシワの新潟県における分布（小林巳癸彦　1980：新潟県植物分布図集1集）

　　黒点：分布地点

　　中黒点：最近5年間で生存の確認地（山間地には中黒点にしていないが、現在でも生育している可能性が高い。）
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〔付記〕　　　　　　　　　　両津市馬首360，。（エゾイタヤ）
中条町＋二天のイタヤ・エデ（アカイタヤ）　　　守Fr村大愈37・・m，　485、，　42・cm（イタヤカエデ）

　ミツガシワの調査後、十二天のイタヤカエデ（アカイタ　　　　松代町桐山　370cm（イタヤカエデ）

ヤ）の古木を拝見し、幹周330cmほどであり、県内では巨樹　　　　牧村棚広新田340cm（イタヤカエデ）

にあたるので・町の天然記念物として保護する価値がある　畑野町小倉5。0、m（イタヤカエデ）

と翫られる（写鯵照）・　　　　　　また、出鋤町・］・木ノ城山1・38・，。（アカイタヤ）の言己録

ちなみに環境庁（1991）の「巨樹・巨木林調査報告」では下　　　がある。

記のような太さの樹が記録されている・　　　　以上のようにイタヤで幹の直径1・。c皿を翫る樹はそれ

五泉市菅名岳305cm（イタヤカエデ）　　　　　　　　　　ほど多くないものと思われる。
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［写真］アカイタヤの巨樹（全体）（1995524）　　　　　　　　　［写翼］アカイタヤの樹幹（1995524）

新　　　潟　　　日　　　報　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1995年（平成7年）8月17日

算円は水えじすたグでテお言いのふたのツ日は供てのの屈う今二二回え
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